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人口減少・高齢化・少子化・多死が進む

出典：第3回 成長戦略WG 産経新聞社 河合論説委員 発表

社会の姿（静かなる有事）
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3

1950年～2050年までの世界人口の推移（中位推計値）日本の人口の推移（推計値）
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観点2：人口問題

 我が国は急速に少子高齢化が進展するが、世界（特に発展途上国）は人口増大の流れ。
 我が国の人口構造は“未曽有の転換期”を迎えている。即ち、経済や産業構造にもインパクト大。
 また、情報通信技術が発展している現在において、人口増大する発展途上国において、急速に新た

な市場が立ち上がると思料。

情報通信技術を活用した
新たな金融システムの

立ち上がり（FinTech 等）
“新たな資本主義”の台頭

世界における「日本の立ち位置」を大局的に見つめる必要あり。

Source： United Nations,”World Population Prospects:
The 2017 Revision”より日本総研作成

出典：第3回成長戦略WG 東構成員発表

我が国は未曾有の転換期を迎える
社会の姿（静かなる有事）



4社会の姿（静かなる有事）

「２０４０年」の日本社会

•出生数 ７４万２０００人

•死亡数 １６７万９０００人

•自然減 ８８万２０００人

•高齢化率 ３５・３％

•80歳以上 １４・２％

•認知症患者 ９５３万人

•「就職氷河期世代」が高齢化

•低年金、無年金者の増加懸念

4

人口減少・高齢化・少子化・多死社会のイメージ

出典：第3回 成長戦略WG 産経新聞社 河合論説委員 発表
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地方の人口減少・インフラの老朽化が進む

総務省自治体戦略２０４０構想研究会（第1回）事務局提出資料より

内閣府 第1回インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議 参考資料より

社会の姿（静かなる有事）
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出典：第3回 成長戦略WG 産経新聞社 河合論説委員 発表

地方の人口減少でサービス施設の維持が困難になる社会の姿（静かなる有事）
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出典：第3回成長戦略WG 東構成員発表

新興国の台頭への対応が求められる社会の姿（静かなる有事）
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出典：第４回 成長戦略WG 博報堂生活総研 石寺所長発表

「互助」と「自助」への技術利用が進展する
社会の姿（静かなる有事）



9技術利用が進展すると社会も変わる社会の姿（静かなる有事）

出典：第４回 成長戦略WG 博報堂生活総研 石寺所長発表
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ICT産業・技術は継続的に進化する

1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 2020年代 2030年代
外部環境 経済環境 ニューエコノミー 途上国の成長 エコシステム

産業構造 垂直統合 水平分業（グローバルフォーカス）
ICT産業・技術
①コンテンツ・アプリ・
サービス

EC SNS ビッグデータ
OTT

超臨場感伝送

②ICTサービス 検索エンジン クラウド IoT/機械学習 深層学習 シンギュラリティ
③インフラ 有線通信 音声通信 インターネット ブロードバンド SDN/NFV NW運用・管理統合・自動化

無線通信 2G 3G 4G(LTE) 5G
コグニティブ無線

6G
超高周波通信

放送 アナログ放送 デジタル放送(HD) 4K・8K
④端末 電話機 固定電話機 フィーチャフォン スマートフォン ウェアラブルフォン ウェアラブル

コンピュータ メインフレーム ミニコン/WS デスクトップPC ノートPC タブレット ペーパーPC IoTデバイス

量子コンピュータ

OS WEBブラウザ UX/音声認識 BMI
テレビ CRTテレビ 液晶テレビ 有機ELテレビ 壁紙／立体TV

⑤デバイス FPD ブラウン管 TFT液晶 OLED Embedded D
集積回路 バイポーラトランジスタ CMOS (MOSFET) Beyond CMOS

ムーアの法則（3年で4倍高集積化,トランジスタ当りコストは年率35％減）

⑥材料 半導体 シリコン

GANG OF FOUR
(Eric Schmidt 2011) MS/Intel/Cisco/Dell Google/Apple/FB/Amazon

デジタル化／IP化／BB化／モバイル化

ダウンサイジング パーソナル化／モバイル化／IoT化
ハード／ソフト分離

高集積化／低消費電力化

プリンタブル化

出典：第５回 成長戦略WG 三菱総研発表

ワイヤレス技術の姿
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2030年代のメガトレンド
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2030年代に向けたメガトレンド

©2017 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

生産性の向上

個の力の増大

持続可能性の追求 つながりの深化

出典：第２回 成長戦略WG NTTドコモ発表

生産性、持続可能性、個、つながりがキーワード

2030年代のメガトレンド
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2030年代の社会

©2017 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

メガトレンド 社会・生活動向 変化要因

軽労・高度生産社会
・就労者の多様化
-人生100年時代の到来
-多様な働き方の拡大

生産性
の向上

2030年代の社会

持続可能
性の追求

個の力
の増大

つながり
の深化

・省資源利用の拡大
-シェアリングの普及
-資源節約取引の拡大

・個人の価値観の尊重
-個人による生産の拡大
-マス・カスタマイゼーションの進展

・サイバー世界の情報量が拡大
-非言語領域（触力覚など）へ拡大
-IoT（モノのつながり）の進展

スマート消費社会

リアル・サイバー融合社会

自産自消社会

ロボティックス

スマートコントラクト

フルパーソナライズ

CPS

6G

出典：第２回 成長戦略WG NTTドコモ発表

変化の鍵となる技術は６G＋α
2030年代のメガトレンド
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1980       1995        2005    2010    2015      2020   2025   2030 2040   2045

ネット

商業化
Social化 Mobile化 自律化 Singularity

1.17億人 1.25        1.27     1.27     1.25        1.24  1.20    1.16        1.07    1.02
9%          15%          20%     23%     27%       29%   30%    32%       36%    38%

団塊
75歳以上

後期高齢者

医療費 ３２兆円 ３９兆円 ５３兆円

福祉 他 １９兆円 ２３兆円 ３１兆円
（介護） (7兆円) (10兆円) (16兆円)

０歳 １５歳 ２５歳 ３０歳 ３５歳 ４０歳 ４５歳 ５０歳 ６０歳 ６５歳
ネット世代 0歳 １０歳 １５歳 ２０歳 ２５歳 ３０歳 ３５歳 ４５歳 ５０歳
ソーシャル世代 0歳 ５歳 １０歳 １５歳 ２０歳 ２５歳 ３５歳 ４０歳
モバイル世代 0歳 ５歳 １０歳 １５歳 ２０歳 ３０歳 ３５歳
ロボット世代 0歳 ５歳 １０歳 １５歳 ２５歳 ３０歳

人口

高齢化率

5G 電波利用多様化意識すべき世代感覚

将来の日本の状況

ソーシャル・インパクト・ボンド（SIB)
等、データを活用した新たな
金融システムが重要となる。

出典：第3回成長戦略WG 東構成員発表

2030年代に向けて世代も入れ替わる
2030年代のメガトレンド

ユーザーパワーが拡大



15ロボットスーツを着る時代になる

出典：CYBERDINEホームページ
第１回 成長戦略WG 山海氏発表関連

脳神経系の信号をロボットスーツが読み取りサポート
身体機能改善・機能再生治療等にも効果
ロボットスーツの情報をビッグデータとして電波を介して集約

2030年代のメガトレンド

ユーザーパワーが拡大
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パワーバランスが変化する

出典：第1回 成長戦略WG NTTデータ発表

2030年代のメガトレンド

ユーザーパワーが拡大
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出典：第1回 成長戦略WG NTTデータ発表

ＡＩとの共生 考え方の見直し
2030年代のメガトレンド

ユーザーパワーが拡大 社会に技術が浸透
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出典：第５回 成長戦略WG 藤原構成員発表

金融を含め、ブロックチェーンの利用が普通になる
2030年代のメガトレンド

社会に技術が浸透
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新たな経済
新たな「資本」主義

（第4次産業革命から「資本主義革命」へ）

Circular Economy
Invisible Capital

第一段階として
「貨幣経済」と「データ経済」の融合が起こり

「個」がより力をより力を持つ時代に

2040年代の経済

出典：第3回成長戦略WG 東構成員発表

データ経済が発展する
2030年代のメガトレンド

社会に技術が浸透
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金融API

Fog Fog

Fog

30kHz                300kHz                            3MHz                       30MHz                       300MHz         3GHz                          30GHz                              300GH

LF MF HF VHF    UHF SHF EHF

人々の暮らし＝街づくり として社会を捉える
データが価値を持つData-Driven Societyにおいて周波数利用は必須であり、時代と共に多様化

Connected Industries

出典：第3回成長戦略WG 東構成員発表

データ連携基盤が都市機能を支えるインフラになる
2030年代のメガトレンド

社会に技術が浸透
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出典：第1回 成長戦略WG NTTデータ発表

APIエコノミーがサービスを繋げる
2030年代のメガトレンド

社会に技術が浸透
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出典：第５回 成長戦略WG 藤原構成員発表

2030年代のメガトレンド

産業が激変社会に技術が浸透
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出典：第５回 成長戦略WG 藤原構成員発表

AIとワイヤレスによる新たな産業革命は継続する
2030年代のメガトレンド

産業が激変
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出典：第４回 成長戦略WG ソフトバンク発表

ワイヤレスが情報革命を加速する
2030年代のメガトレンド

産業が激変
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出典：第４回 成長戦略WG 日本自動車工業会発表

ライフスタイルが変化し都市と地方でも異なる
2030年代のメガトレンド

コンパクトな地方



262030年代に起こりうることはさまざま

出典：第４回 成長戦略WG 博報堂生活総研 石寺所長発表（データ提供：Future Lab 未来人）



2030年代の革新的電波システムを実現



28Beyond 5G（2030年代のセルラー通信）が実現する

実現
イメージ

(想定される)
技術例

課題等

～2030年 ～2040年
～5G～

 短方向での超大容量×超大量接続×超低遅延
のネットワーク。

 IoTの普及により、多様な機器にワイヤレス機能が
搭載される。

 低遅延が要求されるアプリケーションにワイヤレスが
適用されるようになり、B2Bで多様なサービスが開
発される。通信から制御へと機能が拡充することで、
様々な分野・産業において生産性向上が図られる。

 全国一律的な利用や一部都市のスマートシティ化
に留まらず、様々な地域におけるきめ細かなニーズ
に対応するために5Gが使われる。

～6G～
 双方向での超大容量×超大量接続×超低遅延
のネットワーク。

 通信に必要なモジュールがあらゆるものに溶け込む
ため、ユーザは端末を介さず(意識せず)に通信を
利用する。

 クリティカルなアプリケーションにもワイヤレスが使われ、
高速な移動体の遠隔操作や、完全自律型ロボッ
ト等が社会へ普及。これにより、ヒトとモノの動きに
依存する生産性低下から社会が解放される。

 ネットワークが個々人のニーズや感性に対応し、完
全なパーソナル化が実現する。

 マイクロ波～ミリ波通信
 伝送容量：10Gbps～
 遅延：1msec
 接続密度：106台/km2～

 テラヘルツ～可視光通信
 伝送容量：100Gbps～
 遅延：1msec未満（ほぼゼロ遅延）
 接続密度：107台/km2～

 容量や遅延等のスペックの揺らぎの解消(ベストエフォートから品質保証型へ)
 既存セルラー網や衛星通信網などの他ネットワークとの協調、相互互換性の確保
 クリティカルなアプリケーションや分野へワイヤレスが使われるための社会的なコンセンサス

出典：第５回 成長戦略WG 三菱総研発表

2030年代の革新的電波システム
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2030年代のモバイルコミュニケーション（６G）

©2017 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

サイバー空間

5Gを超える大容量と多様な性能（速度、遅延、信頼性）
要求へ柔軟に対応する通信環境への進化

ヘルスケア

モビリティホーム

アグリカルチャ

ファクトリー

エネルギー

インフラ

コントラクト

リテール

ドローン

エンターテインメント

100GHz以上の高周波帯利用

過去、現在、未来予測の共有

29

空間多重の高密度化 低エネルギー通信

出典：第２回 成長戦略WG NTTドコモ発表

Beyond 5Ｇ（2030年代のセルラー通信）は
さらに広く使われる

2030年代の革新的電波システム
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今後の電波の使い方(1)

より高い周波数帯を活用する方向へ

周
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数
帯
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3

0.3

5G規格で利用可能な
最大周波数帯

5G

4G

©2017 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

3G2G1G

出典：第２回 成長戦略WG NTTドコモ発表

Beyond 5G（2030年代のセルラー通信）
では高い周波数を活用する

2030年代の革新的電波システム
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31

今後の電波の使い方(2)

5G

６G

4G

©2017 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

多種多様な要求に応えるため、
必要とされる場所に、適切な機能と周波数帯で展開する形態へ

複数の周波数帯を活用して高機能化を実現
(周波数共用が当たり前の時代へ)

周
波
数
帯

出典：第２回 成長戦略WG NTTドコモ発表

Beyond 5G（2030年代のセルラー通信）2030年代の革新的電波システム



32ワイヤレスＩｏＴが社会インフラになる

実現
イメージ

(想定される)
技術例

課題等

～2030年 ～2040年
～スマート化～

 ナローバンド・ブロードバンドのワイヤレスIoT規格が
多様な仕様(通信速度・頻度・カバレッジ等)を有
するIoTニーズに対応することで、様々な分野・産
業でIoTが普及する。

 とりわけIoT化が期待される工場や物流の現場で
は、生産や流通状況を「見える化」するために、セ
ンサーとワイヤレス活用が進み、サプライチェーンの
効率化と生産性向上が図られる。

 ウェアラブル機器や生活の身の回りの様々な環境
や空間にセンサー/通信モジュールが埋め込まれ、
ワイヤレスIoTがスマートシティの実現を加速する。

～社会インフラ化～
 6Gや衛星通信など様々な通信インフラ、動的な
周波数割当を実装する共用技術、またネットワー
ク・クラウドとの連携により、ワイヤレスIoTが大規模
なプラットフォームとして確立される。

 膨大に収集された実世界情報の分析により、環
境・エネルギーなど様々な社会課題の解決に利用
されるようになる。

 MEMSやバイオ・医療技術と融合し、健康管理、
予防医療の進展にも貢献。体内埋め込み型機器
により、投薬システムの開発、難治疾患の治療が
進展することが期待される。

 IoT接続台数：～1,000億台
 IoTセンサ数：～1兆個
 Liバッテリー(エネルギー密度)：～500Wh/kg

 IoT接続台数：1,000億台～
 IoTセンサ数：1兆個～
 Liバッテリー(エネルギー密度)：～700Wh/kg

 大量接続、広カバレッジ、低消費電力を実現する無線環境の実現
 IoT共通プラットフォームの標準化
 サイバー攻撃・電磁的事故の対象の増加、影響範囲の拡大

出典：第５回 成長戦略WG 三菱総研発表

2030年代の革新的電波システム
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アンビエント社会では、様々な用途で電波の需要が増大

ユーザへのサービス提供や認証のための “通信”

• データ収集を行う“無線センサー”

• 位置を把握するための“測位”

• 遍在するデバイスに電力を供給する“電力伝送”、etc

位置、周辺環境情報
などを収集し、NWへ

必要な情報を
自律的に判断・提供

通信

セン
サー

通信

電力伝送

NWでの情報加工
他の情報との連携

通信

測位

出典：第３回 成長戦略WG KDDI発表

センサー、測位、電力伝送が重要になる2030年代の革新的電波システム
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出典：第３回 成長戦略WG KDDI発表

Beyond 5G／ワイヤレスIoTは新たな社会を実現する

出典：第3回成長戦略WG 東構成員発表

2030年代の革新的電波システム
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出典：第５回 成長戦略WG 藤原構成員発表

世界人口を超える数のデバイスがNW化される2030年代の革新的電波システム



36次世代モビリティが実現する

実現
イメージ

(想定される)
技術例

課題等

～2030年 ～2040年
～コネクテッド・カー～

 コクネクテッドを起点に、自動運転・シェアリング・電
動化により次世代車両が普及する。

 全自動車がクラウドベースの安全・管理システムと
連携する等で、様々な情報が瞬時に集積・共有さ
れ、安全・効率的・快適な移動体験が実現する。

 完全自動運転が実現し、移動中がハンズフリー・ス
トレスフリーとなることで、通信利用機会が増える。

 自動車がパーソナルアシスタント化するとともに、ロ
ボットタクシーや自動配送など新たなモビリティサー
ビスも登場する。

～コネクテッド・モビリティ～
 陸・海・空・宇宙へと、ワイヤレスと連携した新技術
が実用化され、モビリティインフラ革命が起きる。

 ヒト・モノの輸送に係るあらゆるインフラやシステムの
連携等により、大量輸送交通機関や個人のモビリ
ティ、物流システム等が自動化される。

 事故が無くなるとともに、移動手段が均等化するこ
とで車両等の使用が困難な多くの人が様々なモビ
リティサービスを利用できるようになる（「モビリティ・
アズ・ア・サービス」）。

 自動運転：レベル4(完全自動走行)
 測位精度：誤差数cm以内
 環境認識距離 (LIDAR等)：～数百m

 自動運転：道路本線以外における自動走行、
海・空・宇宙空間における自動運転

 測位精度：誤差数mm以内
 環境認識距離 (LIDAR等)：～数km

 各種モビリティシステムにおける安全性・セキュリティ性の向上
 周辺環境に関する大量のリアルタイムデータの流通を可能とする通信インフラ環境の整備
 安全基準の策定、責任所在の明確化

出典：第５回 成長戦略WG 三菱総研発表

2030年代の革新的電波システム



37次世代モビリティは暮らしを大きく変える

出典：第４回 成長戦略WG 日本自動車工業会発表

2030年代の革新的電波システム



38次世代モビリティは事故ゼロ・無駄ゼロを実現する

出典：第４回 成長戦略WG 日本自動車工業会発表

2030年代の革新的電波システム



39次世代モビリティ実現にはエコシステム形成が鍵

出典：第４回 成長戦略WG 日本自動車工業会発表

2030年代の革新的電波システム
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ワイヤレス電力伝送がバッテリーレスを実現する

出典：第５回 成長戦略WG 三菱総研発表

実現
イメージ

(想定される)
技術例

課題等

～2030年 ～2040年
～フルワイヤレス～

 機器間等、短距離・小電力の屋内外での給電。
 家電や機器間では、通信とワイヤレス給電の融合
によるバッテリーレスなネットワークを組むことができ、
フルワイヤレスになる。

 次世代自動車のうちWPT搭載車が普及し、自宅
の駐車場に設置した給電設備から充電、屋外移
動時は自動車やドローンにスタンドや駐機場に設
置された自動給電施設からワイヤレスで充電でき
る。

～バッテリーレス～
 長距離・大電力の屋外で給電がインフラ化。
 あらゆる場所に給電設備が整備され、バッテリーレ
ス端末も実用化される。対応端末・設備とネット
ワークが融合し真のスマート社会が実現する。

 家庭内電源もフルワイヤレス化し、EVの走行中給
電が可能になる。家庭から通信と電力のための配
線が消え、太陽光発電・風力発電の施設から送
電線が消える。

 電力：数W～
 伝送距離：数cm～
 伝送方向：短方向/1対1給電

 電力：数十kW～
 伝送距離：数十m～
 伝送方向：双方向/1対多給電

 効率的な電力伝送技術や安全かつ利用環境に依存しないシステム開発・実現
 人体防護、電磁干渉、大電力でのワイヤレス電力伝送時の妨害波低減技術の開発
 インフラとしてのWPT対応設備の整備、そのための規格標準化

2030年代の革新的電波システム



41ワイヤレス電力伝送（ＷＰＴ）

遍在するコンピュータへの電力供給に利用
電源ケーブルが引けない場合や、少し離れたデバイスに手軽に給電

実用化に向けた技術課題

伝送距離を延ばすための、効率的な電力伝送技術

給電対象の周辺環境に依存しないシステム

小型軽量化などの実装技術

安全かつ効率的なシステム制御

広く一面に発射し、
複数のデバイスをまとめて給電

電力を集中させることで、
より遠方のデバイスにも給電

出典：第３回 成長戦略WG KDDI発表

2030年代の革新的電波システム
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次世代衛星利用で宇宙フロンティア開拓が進む

出典：第５回 成長戦略WG 三菱総研発表資料 修正版

実現
イメージ

(想定される)
技術例

課題等

～2030年 ～2040年
～次世代衛星通信インフラ～

 従来のFSSに対して、スループットを大幅に向上させた
HTS(大容量衛星通信)を中心に高速化が図られるととも
に、高周波数帯利用が進展する。

 他方、大容量・低遅延を実現する低軌道コンステレーショ
ン等の非静止衛星が活発化する。非静止衛星と静止衛
星との連携による、新たなサービスやビジネスが登場する。

 高解像度・高頻度なリモートセンシング技術によって宇宙
データ利活用ビジネスが拡大し、「衛星通信IoT」によって
地球上のあらゆる場所やインフラのモニタリングが行われる。

 これらの次世代衛星インフラの実現により、消費者向け・企
業向けの固定通信に限らず、船舶・航空機サービスなどの
移動体利用にも拡大する。

～宇宙フロンティア～
 NewSpace(地球周回・月・火星などの地球近
傍宇宙を指す）において、6G・ワイヤレスIoTが利
用できる環境が整い、静止衛星との連携などを通
じて地上通信網との協調・連携が進展する。

 高周波数帯を利用した、NewSpace、宇宙・地
上間通信により、月面・火星面、または衛星軌道
上におけるロボティクスのワイヤレス化(遠隔操縦
等)や自動化が進展する。

 周波数帯域：Q・V帯域
 通信総容量：テラビットクラススループット

 周波数帯域：W帯域、テラヘルツ～可視光通信
 伝送容量：100Gbps～
 通信総容量：ペタビットクラススループット

 衛星の多数配備による全球対応通信の実現、地上系通信との棲み分け
 通信コンポーネントの小型化、軽量化、高効率化の推進よるサービス単価の低減
 月・火星を含むNewSpaceにおける周波数の割り当て
 サイバーセキュリティ対策

出典：各種資料よりMRI作成

2030年代の革新的電波システム
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出典：第２回 成長戦略WG ispace発表

宇宙輸送に革命的変化が起こる2030年代の革新的電波システム
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出典：第３回 成長戦略WG KDDI発表

低軌道衛星が測位や衛星通信を劇的に変える2030年代の革新的電波システム
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次世代映像技術等により新たな端末が実現する

出典：第５回 成長戦略WG 三菱総研発表

実現
イメージ

(想定される)
技術例

課題等

～2030年 ～2040年
 8K等高精細映像・表示技術に対応したパーソナ
ル機器や、テレビ等の宅内用機器が普及し、より
高度な視聴や臨場感の体験が実現する。

 他方、音声等のユーザ・インターフェースとAI技術
の進化により、最低限の入出力機能を残した機器
が流通し、処理はネットワーク側で実装される。

 無線通信機器の超小型化と各種センサーとの連
携により、多様なウェアラブル機器や、IoT向けセン
サーデバイス/モジュールが組み込まれた多様な商
品やサービスが普及する。

 インテグラル方式やホログラム技術等による360°
立体映像表示が実用化し、空間を自由かつ最大
限に活かした視聴体験が実現する。

 WPTの普及により、バッテリーレス端末が実用化。
 高度な3Dプリンターが個人まで普及することでユー
ザ自らが端末をデザインして作ることが可能になる。

 ウェアラブル機器は、ヒト･モノへのシール貼付型や
体内への埋め込み型機器へと進化し、実用化する。
BMI※との連携で、機器等を介さず、脳が直接ネッ
トワーク・クラウドへ信号を送ることも可能に。
※Brain-Machine-Interface

 8K等高精細映像・表示技術
 音声等の高度なユーザインターフェース
 プリンタブルエレクトロニクス

 ホログラム技術
 ワイヤレスとBMIとの連携

 イノベーションとの調和を図りつつ、ユーザが安心・安全に無線機器や無線機器が組み込まれた商品・サービ
スを利用できる環境作り（技術基準適合表示 など）

 様々なワイヤレス機器が共存できるための技術や仕組み作り（干渉回避技術、周波数共用など）
 人体への影響等、医療分野におけるワイヤレスの利活用に係る技術的・制度的課題

出典：各種資料よりMRI作成

2030年代の革新的電波システム



46身の回りのあらゆるものがワイヤレスでつながる

出典：第５回 成長戦略WG 三菱総研発表

2030年代の革新的電波システム



【実現への政策的対応】
（これまでの議論のまとめ）



48実現への政策的対応 対応策についてのこれまでの議論①

論 点

戦略的な
取組方針

• ワイヤレスネットワークの品質（ピーク・平均速度、ビットコスト）についてのロードマップを横断
的に共有すべきではないか。

• 特に集中的な取組を推進すべき戦略的に重要な研究課題は何か。電波の有効活用の観点に加え、社会
的な有効性を研究開発に反映させる方策はどうあるべきか。

• 諸外国で進む無線技術の軍事利用について、市場形成という観点からの目配りも必要ではないか。

イノベーション
促進

• 実フィールドで自由度の高いワイヤレス関連の実証を大胆に行うことが可能な環境を実現することが

重要との指摘があるが、どのような支援措置が望ましいか。テストベッド整備は効果的か。

• 周波数帯毎に研究用、実証用と言った性格付けを事前に行い手続きを大胆に簡素化すべきではないか。

• 実験試験局制度はイノベーション推進に有効である反面、一般に十分に理解されていないとの指摘が

あるが、有効活用に向けてどのような措置が必要か。

• 上記に関連し、イノベーションへの挑戦の結果としての失敗を許容できるか（実験の結果としての混

信発生、ビジネスとして失敗等）。

• 地域毎に異なるニーズに有効に対応するためにはどのような措置が有効か。ワイヤレスインフラの整

備・利用と地域作り・街作りとのリンクをいかに確保するか。まちづくりとICTの時間軸の違いをどの

ように処理すべきか。

• 企業間・業界を横断するエコシステム作りはどのように進めるべきか。社会ニーズをワイヤレス技術

の開発や標準化、さらに必要に応じてデバイスまでを含めた標準化にいかに繋げるか。

• 官民連携による場作りが有効との指摘があったが、どのようなイメージか。例えば、産業界（地方含

む）が国研と連携して研究開発を進めるドイツのモデル（いわゆる「フラウンホーファーモデル」）

は有効か。また、海外企業との連携はどうか。

挑戦的な取組
への支援

• 新たな電波利用方法を含め、尖ったアイデアをものにする場はどのようなものか。
• また、宇宙における電波の利活用などを含めフロンティアの開拓に向けた挑戦的な取組を推進する上

で有効な措置はいかなるものか。
• 例えば、成果報酬の形で支援するソーシャルインパクトボンドや、XPRIZEのようなコンテストの勝者

への集中的支援などが考えられるのではないか。これらを含め、どのような措置が有効か。

技術を創る （研究
開発プロジェクト・実証

イノベーション等）

技術を創る （研究
開発プロジェクト・実証

イノベーション等）

技術を創る （研究
開発プロジェクト・実証

イノベーション等）

市場を創る（標準
化・海外展開 等）
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論 点

人材育成

• 人材育成においては、よく言われるような数の不足への対応よりも質の向上が重要ではないか。「面
白い」人材の重要性が増しているのではないか。

• 自動車産業の研究開発投資水準などを考えれば、ワイヤレス分野における国際競争力強化に向けては
研究開発が重要ではないか。そのためには大学・国研が連携した特区的な取組が重要ではないか。

• 技術のプロと比べビジネス開発のプロが不足しているとの指摘があったが、ワイヤレスビジネスのプ
ロの育成に向けてはどのような措置が有効か。

• プロジェクトを推進する上で、電波についての基本的な知識を備え、有効な助言が可能な人材を確
保・育成することが重要との指摘があったが、そのような人材を確保するためにどのような手立てが
有効か。

• リタイア組やシニアの活用が有効との指摘があったが、具体的な取組のあり方はいかなるものか。
• 若年層のリテラシー向上のためにはどのような措置が有効か。小中学生へのキャラバンはどうか。高
• 専生への働きかけにはどのような措置が有効か。
• 今後スタートアップの活躍が予想される一方で、日本の学生は就職に関して既存企業志向が強い点、

どのように考えるべきか。

中長期的な
電波利用の

制度／環境整備

• コーディネータ制度の導入など、免許や調整に係る電波行政の体制強化が必要ではないか。
• 電波の割当てにおいて課題解決や経済的価値だけで無く付加価値の創出や社会的価値の増大等を重視

していくべきではないか。
• 国際的な分配を一度行うと事後的に変更することは困難。10年～20年先のビジネスを想定した周波

数獲得が重要ではないか。（周波数がなければビジネスが始まらない）
• 5G以降はグローバルバンドの捻出はますます困難に。ITUでの全加盟国一致でのコンセンサス形成は

難しく、主要な数カ国のアライアンスを進めることが現実的な選択肢になるのではないか。
• 電波利用が共用前提となる場合、センサーで常時電波の利用状況をモニターし、利用可能性を可視化

することや、免許人同士の調整によらないシステムによる電波の動的な割り当てなどが必要となるの
ではないか。

• 特に電波利用制度の見直しが必要な課題は何か。例えば、ワイヤレス電力伝送など無線通信を目的と
しない電波利用に関する一定のルールを検討すべきではないか。

• 安全・安心な電波利用を実現するためのル-ルとして整備すべきものはあるか。
• 国際標準の獲得、国際的なルール整備の主導などの取組を進めるためには人材育成とその人材が長期

的に取り組めることが重要ではないか。

実現への政策的対応 対応策についてのこれまでの議論②

人を育てる
（人材・リテラシー）

市場を創る（標準
化・海外展開 等）

人を育てる
（人材・リテラシー）
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周波数共用のためのシステムが必要になる

出典：第１回 成長戦略WG 森川構成員 発表

←出典：第３回 成長戦略WG KDDI発表

実現への政策的対応

技術を創る （研究開発プロジェクト・実証 イノベーション等）



51

出典：第５回 成長戦略WG 伊藤ITU-R RRB委員発表

【実現への政策的対応】 周波数帯を捻出する具体策の実施が必要
市場を創る（標準化・海外展開 等）
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出典：第１回 成長戦略WG 森川構成員 発表

イノベーションへのリソース配分が求められる実現への政策的対応

市場を創る（標準化・海外展開 等） 人を育てる （人材・リテラシー）技術を創る （研究開発プロジェクト・実証 イノベーション等）
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53
出典：第3回成長戦略WG 東構成員発表

【実現への政策的対応】 スタートアップを含む新たな官民協働体制が必要となる

市場を創る（標準化・海外展開 等）技術を創る （研究開発プロジェクト・実証 イノベーション等）
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【実現への政策的対応】 新たなファンディングの仕組みを考えるべきである

出典：第3回成長戦略WG 東構成員発表

技術を創る （研究開発プロジェクト・実証 イノベーション等）
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 デジタルリビングウィル
 トータルライフサポートサービス
 デジタルホスピタル
 ヒーリングファシリティ

（出所）医療法人社団KNI・日本電気株式会社プレスリリース資料

北原病院グループが「日本の未来の医療」を推進

官民連携によるトライアル実証

医療現場でのWirelessへの挑戦も

電力伝送のアイデア

 磁界方式（磁界共鳴方式）自動車無線給電…

 電界方式（電界共鳴方式）無線給電（ドローン タッチ&ゴー…）

 電磁界方式（放射方式）ドローン空中給電…

 光伝送方式（反射方式）工場内ロボット…

地域特性に応じた
社会実装アイデア

社会課題解決の為に、新たな電波利用のアイデアや実証もこれから
技術開発を要するケースもあり、まずはチャレンジが大事

一方でCNTキャパシタ等、電池の研究開発や
節電技術（素材軽量化等）の研究開発も・・・

出典：第3回成長戦略WG 東構成員発表

【実現への政策的対応】 新たな電波利用のトライアル実証が重要
技術を創る （研究開発プロジェクト・実証 イノベーション等）
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グローバル展開のための標準化を考えるべき

出典：第3回成長戦略WG 東構成員発表

【実現への政策的対応】

市場を創る（標準化・海外展開 等）
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ワイヤレス利用の増大を支える仕組み : 米国周波数コーディネータ制度の例

 無線局システムの運用に係る全ての免許申請内容について、FCC規則・規制上の技術要件の遵守を調査
するには、FCC内の人的資源に限界があったこと等を背景に、周波数コーディネータ制度が導入されている。

 「周波数コーディネータ」とは、無線免許の申請者に最も適切な周波数を勧告するため、連邦規則に基づき
FCCによって認定された民間組織である。帯域及び業務・用途に応じて、1または複数団体が認定されてい
る。対象となる帯域を利用する場合、申請者はコーディネータを通じて申請することが義務づけられている。

FCC

申請者

周波数
コーディネータ

認可 代理申請

隣接周波数帯
の免許人、
周波数

コーディネータ等

サービス
（周波数帯の

勧告等） • 申請者(または専門の代行業者)は、FCCへの申請
書を周波数コーディネータに提出。

• 周波数調整料として、各周波数コーディネータが定め
た手数料(対象周波数帯やサービス内容等により設
定)を支払う。

通知・
干渉
調整等

申請・登録

• 周波数コーディネータは、申請内容の事務面・技術面
の審査を行い、審査終了後、電子手段を用いてFCC
に申請を提出。

• 申請者からの照会に応じて、周波数調整を行うデータ
ベースサービス等、最善の周波数の選定・提案、混信
を防止するための技術的な情報など、各種サービスを
申請者へ提供する。

＄手数料

• 受理してから一定期間内に運用を許可。
• 緊急時利用には、申請後、当該期間のみ利用を許可。

図．周波数コーディネータ制度における基本的な流れ

出典：各種資料よりMRI作成
出典：第５回 成長戦略WG 三菱総研発表

【実現への政策的対応】 迅速な調整のための体制強化も必要
市場を創る（標準化・海外展開 等） 人を育てる （人材・リテラシー）
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出典：第５回 成長戦略WG 藤原構成員発表

【実現への政策的対応】 幅広い政策課題の検討が必要

技術を創る （研究開発プロジェクト・実証 イノベーション等）
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出典：第５回 成長戦略WG
伊藤ITU-R RRB委員発表

【実現への政策的対応】 国際的な周波数獲得に戦略的に臨むことが必要
市場を創る（標準化・海外展開 等） 人を育てる （人材・リテラシー）
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